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交換留学説明会
2021年10月4日（月）

18:30-20:30
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本資料のHP掲載について
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本日の予定

● 交換留学
✔交換留学の概要
✔2022年度一次募集（大学間）応募方法
✔地域別留学先の特徴
✔留学準備に関する情報
✔質疑応答
✔留学体験談報告、留学経験者との交流会
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皆さんから頂いた質問

● 新型コロナウィルスの影響
● 応募に関する質問

○ 必要書類・スケジュール
○ 語学条件
○ 成績条件
○ 推薦書（誰に頼めばいいのか）
○ 競争倍率

● 留学時期（いつ留学すればいいか）
● 奨学金・留学費用
● 単位互換
● 大学院留学
● 東北大学での学習と留学の両立
● その他



１学期または１年間、

東北大学の協定校へ留学（大学間＆部局間）
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留学先選択の幅は最も広い

大学間：36ヶ国・地域 251機関
（2021年9月現在）

GE3加盟校：24ヶ国・地域 73機関
（2021年9月現在）

部局間：64ヶ国・地域 482機関
（2021年9月時点）

大学間
GE3加盟校
部局間 →各学部・研究科

応募
手続き

→グローバルラーニングセンター
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留学仲間・
ネットワーク

交換留学の実現に必要なのは計画性

1. 留学に必要な語学力
2. 留学の資金
3. 卒業までの履修計画

情報 決断

留学の目的
・目標
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2022年度一次募集（大学間）
応募方法

留学生課海外留学係
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大学間学術交流協定校への交換留学

◆対象部局：全学部・研究科

◆対象学年：全学年

◆派遣期間：1～2学期間（1年未満）

◆募集時期：夏・秋期出発（１次募集）⇒前年の10～11月頃

冬・春期出発（２次募集） ⇒ 前年の5～6月頃

◆奨学金：グローバル萩海外留学奨励賞、

JASSO（協定派遣）等の奨学金の可能性あり

申請から実際に渡航するまで通常1年程度
かかるので、早めの準備・計画が必要です！

やむを得ない理由を除き、合格してからの辞退はできません。

現在募集中！
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選考基準

以下の３項目を均等に評価し、総合的に判断します。

◆語学力 → 取得後１年以内のTOEFL ITPテスト, TOEFL 
iBT  テスト,  IELTS (TOEIC、英検は受け付けません)、また
はその他の指導言語の語学証明書

◆学業成績

◆留学の目的及び留学の目標と計画
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語学要件

まずはじめに、留学希望大学の語学要件を確認してください。
グローバルラーニングセンター内、交換留学のHPに掲載している
「大学間学術交流協定校 交換留学関連情報」(エクセルデータ)を参照して

ください。※2022年度(一次募集)については10月1日(金)に最新版を公開済で
す。協定校毎の語学要件を掲載しています。
※応募前に必ずご自身で留学希望大学の交換留学のHP等もご確認ください。

(https://www.insc.tohoku.ac.jp/japanese/studyabroad/all/application/)

https://www.insc.tohoku.ac.jp/japanese/studyabroad/all/application/
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語学要件

◆掲載のエクセルシートの語学要件に「学内条件」のみ記載の
場合は応募までに以下の基準を満たしていれば申請が可能です
。
※2022年(一次募集)向けの応募要件になります。
※学内応募時までに以下の語学要件を満たす必要があります。

【留学希望大学等における指導言語が英語の場合】
①TOEFL iBT 61（ITP500）又はIELTS 5.5以上のスコアを

2020年10月1日以降に取得していること。

【留学希望大学等における指導言語が英語以外の場合】

①語学検定試験等により本学で本交換留学プログラム応募時の
語学条件としての基準として定めた「ヨーロッパ言語共通参照枠
（CEFR）」に照らしA2相当以上を取得していること。
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語学要件

◆掲載のエクセルシートの語学要件に「留学希望先の大学のス
コアの指定」がある場合はその条件についても満たす必要があ
ります。

例：「TOEFL iBT 80点」、「フランス語 CEFR B1レベル」等
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書類作成時に重要なこと・ポイント

●留学の動機と目的
✔留学の動機：なぜ、留学しようと思ったのか。

✔留学の目的：留学が自身の将来のキャリア・人生設計にお
いて、どう重要なのか。

●留学の目標と計画

✔留学の目的を実現するための具体的な目標と計画が論理的
に説明されているか。
✔留学の実現に向けて、どんな準備をしているのか。

✔派遣希望大学での状況を踏まえた現実的な計画を立ててい
るか※。

※派遣希望大学で開講されている履修可能な科目、また本学における専門
分野と派遣先大学での学習の関係性に言及しているか。

あなたの留学ストーリーを論理的に具体的にプレゼンテーシ
ョンする！
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募集要項について

その他、応募に際しては、必ず募集要項の全てに目を
とおしてください。
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2022年度一次募集スケジュール

日時 応募に関する項目 注意事項

10月1日（金） 応募受付開始

10月下旬 応募書類提出期限

留学希望大学は第5希望まで
記入可。
応募書類の提出先はデータ
で所属部局担当係まで（提
出期限は担当係に要確認）
。

11月上旬 一次選考：書類審査

11月中旬 二次選考：面接審査

12月上旬以降 学内選考合格者決定 結果は所属部局担当係より

2022年1月以降 希望大学への申請開始
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新型コロナウイルス感染症等への対応

・新型コロナウイルスの影響で派遣中止となる場合があり
ます。

・新型コロナウイルス感染症の感染状況や世界の情勢等に
より、大学が交換留学による海外渡航を許可する条件等に
変更が生じる場合があります。また、交換留学による海外
渡航に必要となる手続きや提出書類が新たに生じる場
合があります。
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新型コロナウイルスの状況下での派遣につ
いて

現時点で対象となる海外渡航
※今後変更となる可能性がございます。

● JASSO奨学金支援条件と同等の「概ね１年間（
実際の派遣期間9か月以上）」実施される海外

留学プログラム等（大学間学術交流協定等に基
づく交換留学、研究留学、ダブル・ディグリー
プログラム 等）

○ 概ね1年間とは、249日以上になります。
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新型コロナウイルスの状況下での派遣につ
いて

海外渡航を認める主な条件（次の条件を満たしていること）
※現時点の条件のため、今後変更となる場合がございます。

1. 学生が渡航する国・地域の感染症危険情報レベルやそのリスクを理解し
たうえで、渡航を強く希望していること

2. 新型コロナウイルスのワクチン接種に関しては、本学のワクチン接種機
会を活用する等し、派遣先大学・機関（留学先）の諸条件を満たすこと

3. 出発までに海外留学に係る保険に加入がされていること

4. 派遣先大学・機関（留学先）が本学学生の受入れを許可しており対面授
業又はオンライン授業等が確実に提供されること、また、留学先におけ
る感染防止策が講じられているとともに不測の事態に本学学生がサポー
トを受けられることが確認できること

5. 渡航前に留学先の寄宿舎等が確保され大学へ報告できること

6. 現地での医療体制が十分確保されていることが確認できること

7. 渡航先の国・地域において、日本からの入国制限がなく必要なビザが発
行される等渡航可能な状況であること、また、渡航先の入国に際しての
条件や行動制限措置について対応が可能であること
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新型コロナウイルスの状況下での派遣につ
いて

海外渡航を認める主な条件（次の条件を満たしていること）
※現時点の条件のため、今後変更となる場合がございます。

8. 本学から留学中止の指示があった場合、すみやかに留学を中止し帰国の手続を

とることに同意すること

9. 平時と異なる出費や、計画変更・留学中止に伴う出費は、自身で負担すること

に同意すること

10.持病・既往症を持っている学生は必要に応じて医師の許可を得ていることを証

明すること

11.海外渡航に関して保護者の承認が得られていること

12.学部・研究科、各留学プログラムが別途定める海外渡航に関する諸条件や指示

がある場合、その内容に従うこと
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地域別留学先大学の特徴
１．北米
２．欧州
３．北欧
４．アジア・オセアニア

グローバルラーニングセンター：地域担当アドバイザー
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１．北米・特徴

国や大学の特徴：
① 総合大学が多い
② 場所にもよるが、多様性に富んだキャンパス
③ 語学条件あり

TOEFL ITP® で行ける大学
カリフォルニア大学、ニューヨーク州立大学オルバ
ニー校、ハワイ大学マノア校、ノースカロライナ大学、
ベイラー大学、一部のGE3加盟校等

TOEFL iBT®, IELTS™のみ：カナダ全大学、ペンシルべニ
ア州立大学、メリーランド大学、パデュー大学、
デンバー大学、モンタナ大学

iBT®, IELTS™を受けておくと選択肢がグンと
増えます！

工学部の学生はGE3もチェック！
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１．北米：こんな人にお勧め

●専門+英語力+コミュニケーション力を身に着けたい
●共同研究・国際学会などでも物おじしない質疑応答
力をつけたい
●多様な価値観や物事へのアプローチの仕方を理解・

受容できるグローバル人材になりたい
● 活気あふれるキャンパスで多彩な活動にチャレンジ

したい
● 起業や大学院進学の準備をしたい
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カリフォルニア
大学バークレー

校

１．北米：現地写真
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ハワイ大
学マノア

校

１．北米：現地写真
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メリーラ
ンド大学

１．北米：現地写真
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ベイラー大
学

１．北米：現地写真
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ペンシルベニア
州立大学

１．北米：現地写真
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ノースカロライナ大学
シャーロット校

１．北米：現地写真
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２．欧州・特徴

国や大学の特徴：
①大学にもよるが、英語開講科目もある
（例：ドイツ、フランスの大学の一部や大学院）
②講義、ディスカッション、プロジェクトなど、実践的な授業

③語学条件：指導言語により、語学要件や必要証明書の種類が
異なる。イギリスの大学はビザ取得のためIELTS必須。
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２．欧州：こんな人にお勧め

●現地の言語を学びたい・現地の言葉で学びたい
●ヨーロッパの価値観を学んでみたい
●国境を超えてヨーロッパの国々を体験したい
※非英語圏であるからこそお互い真剣に聞こうとする。

コミュニケーションしやすく、
友達を作りやすい。
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３．北欧・特徴

国や大学の特徴：
①英語開講科目が多い
②語学条件：TOEFL ITP® 500点（学内基準）
※ストックホルム大学TOEFL iBT® 79, IELTS™6.0以上
※オスロ大学 学部生：TOEFL iBT® 61又はIELTS 5.5以上

大学院生：TOEFL iBT® 90又はIELTS 6.5以上

Finland
•アアルト大学・トゥルク大学・オウル大学・タンペレ大学

Sweden
・ウーメオ大学 ・ウプサラ大学

・ストックホルム大学※ ・スウェーデン王立工科大学

・チャルマース工科大学（建築分野での履修も可）

Norway オスロ大学※



33

３．北欧：こんな人にお勧め

●教育や福祉、工学などについて英語で学びたい
●ディスカッション、グループワークを通して学び
たい
●英語が標準的に通じる環境で留学生活を送りたい
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４．アジア-オセアニア・特徴

オセアニア：世界大学ランキングトップ校で学ぼう！

●メルボルン大学・オーストラリア国立大学・シドニー大学
・ニューサウスウェルズ大学・マッコーリー大学の５校
●開始時期は2月下旬と7月下旬。帰国は7月下旬、12月初旬
。夏休みは12月～2月中旬。

アジア：アジアのトップ大学で学ぼう！
●世界の成長センターである中国・インド（２校）
●ASEAN地域の発展をリードするシンガポール（2校）、
タイ（8校）、インドネシア（6校）、マレーシア（1校）

、ベトナム（4校）

●東アジアに位置し深い交流関係を築いてきた韓国、台湾、
モンゴル（１校）
●それぞれの国によって文化、社会、言語が異なり多様



35

４．ｱｼﾞｱ-ｵｾｱﾆｱ：こんな人にお勧め

● 世界の成長センター アジアで学びたい
● 将来のキャリアを見据えた留学がしたい

● その国のトップ大学の学生と共に学び、刺激を受け
たい
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４．アジア-オセアニア・特徴
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留学準備に関する情報

グローバルラーニングセンター
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留学アドバイジング

グローバルラーニングセンターの教員による個人面談方式のアドバイジン
グ。１回30分間。

要予約：グローバルラーニングセンターのHPを確認。

相談内容：留学プログラム、留学先、留学目的、期間や時期、現地での学
習や生活について

月曜：末松教授 火曜：髙橋准教授 水曜：坂本特任准教授 木曜：渡部教授 金曜：粕壁教授

12時〜14時 11時〜13時 11時〜13時 11時〜13時 12時〜14時
担当：北米 欧州（北欧以外） 欧州（北欧） アジア・オセアニア 自然科学系全般

現在はオンラインや、アドバイザーによっては時間外でも対応しています。まずはお問い合わせください、と添えてはいかがでしょうか。

※現在はオンラインや、アドバイザーによっては上記の時間外でも対応しています。まずはお問い合
わせください。
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グローバルキャンパスサポータ－の紹介

東北大学グローバルキャンパスサポーター

Global Campus Supporter （GCS）

・留学カウンセリング
・留学情報発信
・留学関連のイベントを企画

活動内容

留学経験のある学生7人で
これから留学を目指す学生を
全力サポート！
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グローバルキャンパスサポータ－の紹介

@gcs_tohoku

@gcs_tohoku

@GCS.tohoku

✔各種SNSをフォローして
留学情報をキャッチ！

✔留学ロールモデル紹介冊子
Colorful
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グローバルキャンパスサポータ－の紹介

直近イベントのご紹介！

✔オンライン留学経験者座談会
10/15(金) 19:00-20:30

✔留学×キャリア
10/22(金) 19:30-21:00
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学内での国際交流

• 国際共修授業（英語による授業）を受講する

• 海外からの学生と交流する

• サマープログラムのボランティア

• 国際交流サークル・イベントに参加する

• Global Café
• Coffee Hour
• IPLANET
• @home
• TUFSA
• TUSTEM

詳細は、グローバルラーニングセンターのHPを確認
https://www.insc.tohoku.ac.jp/japanese/global/exchange/
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学内での国際交流
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グローバルラーニングセンターの
英語学習支援

TEA：TOHOKU UNIVERSITY 
ENGLISH ACADEMY

TOEFL 
ITP®, 

iBT®の
実施

Advising
英語学習

アドバイス

English
Program
（TEA’s 
English)

詳細はこちらよりご確認下さい!!
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TOEFL® & IELTS

英語を母国語としない人達を対象とした英語力測定試験で、

TOEFL®は主に米国、IELTSはイギリスやオーストラリア等の

英語圏大学で入学等の基準として使用されている。

※交換留学には各大学によって必要なテストが違うので、要
注意。

非公式 ITP® Institutional Test Program 300～677 3,730円

公 式 iBT® Internet Based Test 0～120 245 USD

公式 IELTS
International English 
Language Testing System

0〜9.0 25,380円

学内
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TOEFL ITP®について

グローバルラーニングセンター主催TOEFL ITP®テストに
ついて2021年度のグローバルラーニングセンター主催
TOEFL ITP®テストは5月・8月・10月・1月に開催される予
定です。実施要領が決まりましたらグローバルラーニングセ
ンターＨＰでお知らせします。
費用：3,730円
申込方法： オンライン＋振込み
定員：各回 100名程度
受験場所： 川内キャンパス(予定)

※学内で実施する TOEFL ITP®は新型コロナウイルスの影響等により例年通り実
施されない可能性があるため、実施されない場合に備え、自身で TOEFL iBT®、
IELTS 等の試験を受ける準備を進めること。

グローバルラーニングセンターＨＰはこちらか
らアクセス
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質疑応答

当日の説明会で未回答であった質問の一部について下記のと
おり回答いたします。

質問：募集要項にある、「留学中の在籍身分が休学にならな
い」という文言の意味がよくわからないので、説明していた
だきたいです。

回答：在籍身分とは、所属の教務担当係で管理している、皆
さんの東北大学の在籍状況でございます。ついては、募集要
項の記載の意味としては、東北大学を休学をして交換留学す
ることはできませんということとなります。
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